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武

市

瑞

山

文

書

か

ら

見

た

土

佐

藩

士

の

言

語

に

つ

い

て

キ
ー

ワ
ー
ド一

武
市
瑞
山
文
書 、
土
佐
方
言、
ロ
ウ 、
ェ
1
1
ン 、
ォ
ー

ニ
ナ
ル

要

ヒー
日

土
佐
藩
士
武
市
瑞
山
の
夫
人
宛
消
息 、
及
び 、
獄
中
の
審
問
記
録
類
に

は
口
語
的
表
現
の
多
く

拾
え
る
も
の
が
あ
り 、
幕
末
期
の
土
佐
藩
士
の
言

語
生
活
の一
端
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
有
益
で
あ
る 。
音
韻
に

関
し
て
は 、
四
つ
仮
名
の
違
例
は
極
め
て
稀
で
あ
る
が 、
合
働
音
ク
ヮ
・

グ
ヮ
は
直
音
化
し
た
例
が
多
く

拾
え
る 。
語
法
に
関
し
て
は 、
指
定
の
ヂ

ャ 、
当
為
表
現
の
ン
ト
イ
カ
ン
・ン
ナ
ラ
ン 、
過
去
打
消
の
マ
セ
ナ
ン
ダ・

ザ
ッ
夕 、
可
能
の
エ
l
i
ン 、
原
因
理
由
の
キ
ニ 、
逆
接
の
ケ
ン
ド 、

準

体
助
詞
の
ガ 、
代
名
詞
の
ワ
シ
・
ウ
ン
シ
等
が
使
用
さ
れ 、
幕
末
期
に
お

け
る
土
佐
方
言
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る 。
更
に、
推
量
の
ロ
ウ
な
ど
は

上
士
に
よ
る
土
佐
方
言
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら、
土
佐
藩
で

は
そ
の
立
落
事
情
に
よ
り
支
配
構
造
と
は
逆
に
上
士
の
言
語
が
郷
土
の
言

語
に
同
化
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る 。
一
方 、
デ
ア
ロ
ウ
・
デ
ア
ツ
タ

や
発
生
の
遅
い
ス
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル 、
オ
ーニ

ナ
ル
の
使
用
か
ら、
地
方

藩
士
の
言
語
に
お
け
る
共
通
語
的
要
素
の
部
分
的
な
定
着
の
可
能
性
も
指

摘
で
き
る 。

諸

星

智

直

美

近
世
諸
藩
士
の
言
語
生
活
の
実
態
は 、
江
戸
の
作
者
の
手に
な
る
戯
作
類に

描
か
れ
た
概
念
的
な
地
方
藩
士
の
言
語
の
分
析
と
は
別に 、
実
在の
武
家
自
ら

の
手に
な
る
口
語
的
な
文
書
を
索め
て
落・
地
域
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
必
要

注
ー

が
あ
ろ
う 。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
「
武
市
半
平

太
文
書』
二
十六
巻
は 、
幕
末
期
の
土
佐
勤
皇
党
の
盟
主
武
市
瑞
山
が
滞
京
時

代
の
文
久二
年
二
八六二)
七
月
よ
り
禁
獄
後
の
慶
応
元
年
二
八六五)
閏

五
月に
至
る
ま
で 、
富
子
夫
人
及
び
姉
等に
宛て
て
識
し
た
消
息
類
で
あ
り 、

基
本
的に
は
候
文
体
で
あ
り
な
が
ら 、
土
佐
方一言
を
豊
富に
含
む
く
だ
け
た
文

体
で
綴つ
で
あ
る 。
一
方 、
獄
中で
瑞
山
を
は
じ
め
河
野
万
寿
弥・
島
村
衛
吉・

囲
内
衛
吉
等
の
同
志
間
で
審
問の
際
の
応
接の
言
葉
を一
致
さ
せ
る
た
め
に
密

か
に
交
わ
し
た
審
問
の
記
録
類(「応
接欝」)
に
も
口
語
的
表
現
の
多
く

拾
え
る

住
2

も
の
が
あ
り 、
前
者
と
併せ
て
「
武
市
瑞
山
関
係
文
書
了
二」
に
収め
る
が 、

そ
の
う
ち
の
五
点
は
山
内
神
社
宝
物
館
所
蔵
「
幕
末
志
士
遺
墨』
(
全三
巻)
に

収
め
て
伝
存
す
る 。
小
稿
で
は 、
こ
れ
ら
文
書
類に
見
ら
れ
る
口
語
の
性
格の

検
討
を
通じ
て
幕
末
期
の
土
佐
議士
の
言
語
の一
端
を
考
察
し
たい
と
思
う 。



ま
ず 、
各
資
料の
形
態
等に
つ
い
て
触
れ
て
お
く O

H
武
市
半
平
太
文
書
(
以
下 、
〈
武市〉
と
称す)

全二
十六
巻 。
瑞
山
没
後 、
富
子
夫
人
の
許
に
残っ
た
瑞
山
の
消
息・
詠
草

類
を
軸
装
し
た
も
の
で 、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る 。

禁
獄
後
の
消
息
類
は 、
瑞
山
に
心
酔
す
る
下
番
を
通じ
て
密か
に
夫
人
の
許
に

賀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
瑞
山
は
予
め
着
物
を
運
ば
せ
て
試
す
な
ど
し
て
慎

重
に
下
番
達
の
性
格
を
見
極
め
て
「
じ
っ
て
い
な
も
の
に
て
候
酒
は
す
き
に

て
候
ま〉
御
の
ま
せ
被
成
度
そ
ん
し
与止(
武市十
巻6
通目)
「こ
れ
も
酒
ず
み

に
て
候
ぞ
ん
か
い
ち
ゃ
ば
/\
云
ゃ
っ
ゆ
へ
め
っ
た
な
事ハ
い
わ
れ
ん
ぞ

よ」
(
武
市八
U)
の
如
く

細か
に
指
示
し
て
い
る 。
一
巻
よ
り二
十
四
巻
ま
で

に
は
瑞
山
の
消
息・
詠
草
類一
八
七
通
を
収め 、
二
十
五
巻
に
は
和
歌
の
詠
草

と
消
息一
通 、
二
十六
巻
に
は
漢
詩
を
収め
る 。
な
お 、
瑞
山
の
夫
人
宛
消
息

と
し
て
は 、
こ
の
他に
も 、
高
知
市の
植
田
氏
所
蔵
の
三
通(
禁獄
以
前の
八
月

十
八
回
付・
禁
獄
後
の
推
定
〈
元
治
元
年一
月〉
廿一
日
付・〈
慶
応
元
年
五
月〉
十
五

日
付) 、
及
び 、
原
本の
見
当
ら
ない
『
武
市
瑞
山
関
係
文
書二』
所
収の一
通

(
推
定
〈
慶
応
元
年
四
月〉
十
七
日
付・
同
書
m
i

m
頁)
の
計
四
通
が
有
り 、

前
者

は
高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
の
複
製
を
用い 、
後
者
は
同
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て

調
査
す
る 。
な
お 、
各
消
息
の
年
月
日
の
推
定
は 、
禁
獄
以
前
は
『
武
市
瑞
山

関
係
文
書』
に
従い 、
禁
獄
以
後
は
横田
達
雄
氏
編
註
『
武
市
瑞
山
獄
中
書
簡

注
3

妻
及
び
姉・
妹
あ
て』
に
従
う 。

同
幕
末
志
士
遺
墨
(
以
下 、
〈
巡
回宜〉)

全三
巻 。
端
山
等
志
士
の
書
簡二
十一
通
を
軸
装
し
て
三
巻
に
収め
た
も
の

で
高
知
市の
山
内
神
社宝
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る 。
巻
次
は
特に
示
し
て
い

ない
が 、
こ
の
う
ち
の一
巻
に
五
通の
審
問
記
録
を
収め 、
別
の
巻
に
は
「
獄

中
武
市
半
平
太
の
同
志
に
贈
り
た
る
審
間
報
告
書
其
他」
と
い
う
付
築
が
有

る 。
文
書
の
多
く
は
「
武
市
瑞
山
関
係
文
書』
に
田
岡
正
枝
氏・
上
回
開
馬
氏

の
所
蔵
と
す
る
文
書と一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら 、
そ
の
原
本と
推
測
さ
れ

る 。
然
し 、
同
書
に
所
収の
こ
の
他
の
審
問
記
録
類に
つ
い
て
は
な
お
未
見
で

あ
る 。
〈
遺
墨〉
の
所
在
に
つ
い
て
は
横田
達
雄
氏
に
ご
教
示い
た
だい
た 。

日
武
市
端
山
関
係
文
書(以
下 、
〈
史籍〉)

全二
冊 。
日
本
史
籍
協
会
叢
雲
二二
七・一
三
八
に
収め
る 。
編
者
の
鏡
川

注
4

岩
崎
英
重
(
土
佐
出
身
の
国
史
学
者)
の
自
叙
(
大
正
五
年
十
月)
に
よ
れ
ば 、

偶ミ
田
中
青
山
伯ニ
依
テ
武
市
家ニ
存ス
ル
瑞
山ノ
造
簡
ア
見マ
タ
畏
友

田
岡
髪
山
氏
ガ
嘗
テ
土
陽
新
聞
紙
上ニ
掲
載セ
ル
瑞
山
獄
中ノ
舎
簡ヲ
見

ル
ニ
及ピ
テ
蒐
集
編
纂ノ
念
頗ル
動
ク
爾
来
事ノ
端
山ニ
関ス
ル
モ
ノハ

断
簡
零
墨
ト

雛
疋
雲
姻
過
眼
視セ
ズ
必
ズ
之レ
ヲ
筆
記
謄
写ス
ル
モ
ノ
三

年
有
余
昨
夏
土
佐ニ
帰
省シ一
別二
十四
年ニ
シ
テ
旧
友
上
回
開
馬
氏
ヲ

訪ヒ
其
蔵ス
ル
所ノ
瑞
山
及ビ
同
囚
志
士
ノ
書
翰ヲ
見ル
ニ
髪
山
氏
ガ
嘗

テ
採
録ス
ル
所ノ
原
本ナ
リ
是ニ
於
テ
神
馳セ
意
躍
リ

瑞
山
我レ
ヲ
シ
テ

此ノ
業
ヲ
成
サ
シ
ム
ル
カ
ノ
感
ア
リ

即チ
之
ヲ
借
閲
筆
記シ
爾
来
潜
心
推

究
考
定ニ
従
事ス
ル
モ
ノ
更一一
年
余
漸
ク
蕊ニ
之
ヲ
脱
稿ス
ル
ア
得
テ
日

本
史
籍
協
会ニ
寄
贈シ
之
ヲ
会
員
諸
君ニ
頒ツ
ヲ
得ル
ニ
至
シハ
余ノ
尤

モ
光
栄
ト
ス
ル
所
ナ
リ
(
史籍一
・
自叙3
14

頁)

と
あ
り 、
前
述
の
ハ門
口
を
含
む
瑞
山
関
係
の
文
書
類
を
収め
る 。
そ
の
う
ち 、

志
士
と
目
付・
監
察と
の
応
接
を
会
話
体
で
記
し
た
も
の
が
三
十
九
通
程
見
ら

れ
る
が 、
い
ず
れ
も「
未
明
濠
漏
之
著
述
不
分
明
之
極
也」
「
黄
昏
或ハ
未
明ノ

著
述
不
分
明
脱
落
御
縫
読」
(
二
加-
m
頁 、
瑞
山
宛
今
橋
権
助
消
息)
の
如
き
状

況
の
下
で
書
か
れ 、
然
も
大
略の
み
を
記
し
て
い
る
た
め
口
語
性に
乏
し
い
も

2 
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の
が
多
い 。
然
し
ま
た
端
山
は 、

ク
ダリ

是
ハ
兼
而

hl什U
申
ス
通
り
十
件
り

噌
て
も
廿
件
り
増
て
も
細
ク
認

候
ハ
〉
さ
し
て
不
都
合
之
事ハ
無
キ
事
故
何
分
ニ
も
精
密
ニ
希
候
事
ニ
御

坐
候
漢
文
風
ニ
テ
事
ヲ
省
キ
短
ク
書
シ
文
ハ
愚
ハ
得
サ
ト
ラ
ザ
ル
事
有
之

候
ニ
付
左
候
而
は
何
之
詮
も
な
き
事
ニ
而
候
間
此
之
事
ハ
又
御
序
も
御
坐

候
ハ
〉

廿
辺
初
惣
分
へ
御
伝
へ
置
被
遺
度
奉
頼
候
(
史
籍
二
附
1

凶
頁)

と
述
べ
て
な
る
べ
く
「
精
密」
に
記
す
よ
う
促
し
て
お
り 、
こ
の
た
め
か
口
詩

的
表
現
の
多
く

拾
え
る
記
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る 。
〈
遺
墨〉
所
収
の
五
通

以
外
の
審
問
記
録
は
現
在 、
原
本
の
所
在
が
審
ら
か
で
な
い
の
で 、
今
回
は
本

書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
例
を
採
取
す
る
こ
と
に
す
る 。
因
に 、
鏡
川
の
自
叙

に
見
え
る 、
大
正
五
年
の
時
点
で
の
原
本
所
蔵
者
の
田
岡
髪
山(
正
枝 、
大
正
十

四
年一
月
九
日
没 、
五
十
八
歳)
は
旧
土
佐
藩
士
田
岡
正
規
の
次
男
で
漢
学
者・
歴

住
5

史
学
者 、
後
に
東
京
の
侯
爵
山
内
家
史
編
修
係
と
な
っ
て
お
り 、「
山
内
家
史
料」

の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
る
が 、
同
文
献
の
う
ち 、
空
襲
に
よ
る
焼
失
を
免
れ
た

第
十
六
代
豊
範
公
紀
(
慶
応
元
年一
月
以
降)
に
は
同
年
閏
五
月
の
瑞
山
切
腹
ま

で
の
箇
所
に 、
『
武
市
半
平
太
疑
獄
文
書』
と
題
し
て
審
問
記
録
と
夫
人
宛
消
息

が
引
用
し
て
あ
る 。
上
回
開
馬
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
年
か
ら
大
正
二
年
に
か

注
6

け
て
高
知
市
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

瑞
山
の
言
語
経
歴
に
つ
い
て
触
れ
る
と 、
瑞
山
は
文
政
十
二
年
二
八
二
九)

九
月
二
十
七
日 、
土
佐
園
長
岡
郡
仁
井
田
郷
吹
井
村
に
土
佐
藩
の
白
札
格
郷
土

武
市
半
右
衛
門
正
恒
の
子
と
し
て
生
ま
れ 、
嘉
永
二
年(一
八
四
九)
十一
月
に

家
督
を
相
続
し 、
十
二
月
に
郷
土
島
村
源
次
郎
の
長
女
富
子
を
要
っ
て
い
る 。

安
政
三
年(一
八
五
六)
八
月
七
日 、
剣
術
修
業
の
た
め
江
戸
へ
差
立
て
ら
れ(
二

十
八
歳) 、
四
年
に
帰
国
し 、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
出
府
し 、
文
久
三
年
三
月
に

は
京
師
留
守
居
加
役
と
な
る
が
四
月
に
帰
国
し 、
九
月
二
十一
日
揚
り
屋
入
り

と
な
り 、
元
治
元
年
よ
り
藩
庁
の
審
問
を
受
け 、
慶
応
元
年
閏
五
月
十一
日
切

住
7

腹
し
て
い
る 。

音
韻
に
つ
い
て
は 、
夫
人
宛
の
消
息
類
に
は
仮
名
を
交
え
た
口
語
体
の
部
分

が
多
く 、
ま
た 、
ル
ビ
を
付
し
た
も
の
も
あ
り 、
発
音
の
特
色
が
現
わ
れ
て
い

る 。
ま
ず 、
四
つ
仮
名
は
ほ
ぼ
正
確
に
守
ら
れ
て
お
り 、
違
例
は
極
め
て
稀
で

以
下
の
例
が
僅
か
に
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い 。

手
じ
よ
ふ

手
せ
よ
ふ
(
武
市
十
9)

き
の
と
く
な
事
し
や
か
(
武
市
六

4)

様
子

刈判
ガ
(
史
籍
二
川
頁 、
島
村
衛
吉
ヨ
リ
瑞
山へ)

札
明
セ ←ツ

シ
テ
ハ
(
史
籍一
刷
頁 、
瑞
山
ヨ
リ
島
村
寿
之
助へ)

こ
の
う
ち 、
「
手
錠」
の
「
錠」
(
ヂ
ャ
ウ)
は
「
鎖」
の
当
て
字
と
言
わ
れ
る
の

で
例
外
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る 。
断
定
の
助
動
詞
「
じ
ゃ」
は
消
息
で
は

こ
の
1

例
の
他
の
9
例
は
「
ぢ
や」
又
は
「
ち
ゃ」
と
表
記
し
て
あ
る 。
吉
野

忠
氏
に
よ
れ
ば 、
近
世
の
土
佐
の
文
献
に
お
い
て
も 、
「
ぢ
や」
で
表
記
す
る
も

の
ば
か
り
で
は
な
く 、
谷
秦
山
の『
神
代
初
問」
(
元
禄
八
1

九
年) 、
紀
諸
範
筆

録・
谷
垣
守
(
秦
山
の
子)
加
朱
の
『
神
代
巻
塩
土
伝
初
問」
(
享
保
十
八
1

十
九

年)
三・
四 、
鹿
持
雅
澄
の
『
幡
多
方一
言』
(
文
化
十
四
1

天
保
頃)
の
よ
う
に
「
じ

ゃ」
を
専
用
又
は
「
ぢ
や」
と
共
に
用
い
た
事
例
が
存
す
る
こ
と 、
及
び
「
ぢ

や」
を
「「
じ
ゃ』
と
書 、
『
じ
ゃ』
と
云
事 、
京
仮
名
と
て
田
舎
の
者
も
い
ひ

も
し
書
も
す
れ
と」
(「
都
郡
の
言
葉』
宝
暦
十
年)
と
い
う
柳
村
惟
恒
の
指
摘
か

ら 、
「
ジ
ャ

形
は
文
化
人
の
書
記
形
で 、
現
実
の
発
音
と
は
か
な
ら
ず
し
も一
致

注
8

し
な
か
っ
た
で
は
な
い
か」
と
推
定
さ
れ
る 。
瑞
山・
寿
之
助
の
用
例
も
こ
れ

に
従
っ
て
解
す
る
事
が
で
き
よ
う 。
ま
た 、
〈
史
籍〉
の
打
消
の
助
動
調
「
ず」

を
「
ヅ」
と
表
記
し
た
例
に
は
編
者
に
よ
っ
て
マ
マ
が
付
し
て
あ
る
が 、
こ
れ

3 



は
自
ら
も
土
佐
出
身
で
あ
る
岩
崎
に
と
っ
て
瑞
山
が
四
つ
仮
名
を
誤
っ
て
表
記

し
た
事
に
頗
る
不
審
の
念
を
抱
い
た
た
め
に
敢
え
て
注
記
し
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か 。
原
本
の
所
在
は
不
明
な
の
で
確
認
は
し
が
た
い 。
い
ず
れ
に
し
て
も 、

瑞
山
の
消
息
中
に
四
つ
仮
名
の
違
例
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
事
実
は 、
こ
の

時
期 、
京・
江
戸
と
も
に
四
つ
仮
名
の
区
別
を
失
っ
て
い
る
中
で
土
佐
藩
士
に

は
音
韻
上
の
区
別
が
存
し
た
事
を
推
測
さ
せ
る
と
言
え
よ
う 。
但
し 、
関
ケ
原

の
戦
功
に
よ
っ
て
慶
長
六
年
に
遠
州
掛
川
六
万
石
か
ら
入
封
し
た
藩
主
山
内
氏

と
そ
れ
に
伴
っ
て
入
国
し
た
上
士
達
の
多
く
は
中
世
末
期
に
す
で
に
四
つ
仮
名

の
区
別
を
失
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
地
域
か
ら
移
住
し
た
の
で
あ
る
か
ら
当

初
は
言
語
の
島
に
類
す
る
状
況
に
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
が 、
そ
の
後
喬
達
が

近
世
を
通
じ
て
音
韻
の
面
で
四
つ
仮
名
の
保
た
れ
て
い
た
土
佐
在
来
の
郷
土
達

の
言
語
に
同
化
し
て
い
っ
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い 。
た
だ 、
藩
主
山
内

氏
の
消
息
に
は 、

さ
ん
ど
ぢ
ゆ(
珊
瑚
樹
カ
〈
承
応
三
年〉
六
月
廿
七
日
二
代
山
内
忠
義
書
状

注
9

山
内
家
史
料
『
忠
義
公
紀」
四
十
巻
測
頁)

蚤
衣
ヲ
ぞ
ろ

/{\
曳
づ
り
ま
い
る
べ
し
(〈
文
久
三
年
正
月〉
二
日

松
平
春

注
刊

岳
宛
十
五
代
山
内
容
堂
書
状
『
容
堂
公
遺
翰(
下)』
l

頁)

の
知
き
違
例
が
見
出
さ
れ
る
の
で 、
同
化
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が 、
山

内
氏
に
関
す
る
調
査
が
充
分
で
は
な
い
の
で
今
は
即
断
を
控
え
た
い 。

こ
れ
に
対
し
て 、
合
働
音
ク
ヮ
・

グ
ヮ
に
つ
い
て
は 、
消
息
を
中
心
に 、

ぜ
ん
か
い
(
全
快 、
武
市
七
7)

御
か
ゐ
た
い
(
懐
胎 、
武
市
七
6)

し

ill-

，叫，
ぴ

J叫，
し
ほこ

ん
が
い
(
心
外 、
武
市
八
3)

華
美
の
お
ご
り(
武
市
九
ロ)

菓
子
箱(
武

ーー

に
ん
剖刈

市
九
日)

京
が
し
(
武
市
十
二
3)

御
任
官
(
武
市
九
ロ)

の
如
く

直
音
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
「
か」
「
が」
と
表
記
し
た
例
を
拾
う
こ

注
日

と
が
で
き
る 。
現
在
の
高
知
方
言
に
お
い
て
は 、
『
日
本
言
語
地
図』
ー
に
よ
れ

ば
県
下
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
ク
ヮ・
グ
ヮ
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り 、

注
ロ

「
幡
多
地
方
の
県
境
あ
た
り
に 、
化
石
的
に
残
存
し
て
い
る
程
度」
と
い
わ
れ
る 。

尤
も 、
明
治
三
十
八
年
の『
音
韻
分
布
図』
(
国
語
調
査
委
員
会)
に
は
高
知
県
の

西
半
分
が
「『
カ』
(
ガ)
ト

『
ク
ワ」

(
グ
ワ)
ト
ノ
区
別
ア
ル
地
方」
と
し
て
あ

り 、
東
半
分
に
つ
い
て
は
「『
カ」
(
ガ)
ノ
ミ
発
音
ス
ル
地
方」
と
な
っ
て
い
る

が 、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
調
査
自
体
の
信
惣
性
も
問
題
と
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る 。
吉
野
忠
氏
に
よ
れ
ば 、
高
岡
郡
窪
川
の『
甲
把
家
系
図」
(
天
明
五
年)

カン

に
「
氏
改
菅」
と
あ
る一
方
で 、
森
勘
左
衛
門
広
定
の
日
記
や
春
木
繁
則
の
「
寺

川
郷
談」
に
合
助
音
表
記
の
見
ら
れ
る
事
を
指
摘
し
て 、
こ
れ
が
「
発
音
と
は

な
れ
た
も
の
で
な
く 、
高
知
城
下
に
も
ク
ワ

が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
そ
う
に
思

注
日

わ
れ
る 。」
と
い
わ
れ
る
が 、
瑞
山
の
用
例
は
少
な
く
と
も 、
幕
末
期
の
文
久
か

ら
慶
応
に
か
け
て
の
時
期 、
土
佐
藩
士
の
音
韻
と
し
て
ク
ヮ
・

グ
ワ

が
失
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ 、
寧
ろ
「
甲
抱
家
系
図」
の
事
例
を
補
強
す
る

事
に
な
ろ
う 。
か
っ 、
瑞
山
が
夫
人
に
宛
て
た
消
息
の
漢
語
の
ル
ピ
に
も
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
直
音
化
が
書
記
言
語
よ
り
も
藩
士
の
日
常
口
語
の
中
で
行
わ

れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う 。

ま
た 、
現
在
の
高
知
方
言
に
使
用
さ
れ
る一
段
活
用
の
動
調
の
連
用
形
が
長

音
化
し
た
例
も
少
な
か
ら
ず
拾
え
る 。

去
年
き
い
て
き
た
ひ
と
へ
も
の
(
武
市
八
1)

に
い
て
く
い
申
候
(
武
市

九
日)

ね
へ
た
り
お
き
た
り
(
武
市
十
3)

ね
へ
て
お
っ
て
も
(
武
市

二
十一
6)

外
史
を
見
い
候
(
武
市
六
8)

音
便
は
ワ
ア
行
五
段
動
詞
の
連
用
形
に
ウ
音
便
を
専
用
す
る
他 、
パ
行・
マ

行
五
段
動
詞
の
連
用
形
が
ウ
音
便
化
し
た
例
も
見
ら
れ
る 。

も
ふ
で
も
ろ
ふ
た
れ
ハ
(
探
む 、
武
市
二
十
四
1)

酒
を
の
を
で
(
武
市
八

よ
ふ
て
も
ら
い
可
被
成
候
(
読
む 、
武
市
九
5)

こ
れ
へ
行
て
頼

4 



武市瑞山文書から見た土佐毒事士の言語について

ふ
だ
れ
ハ
(
武
市
九
4)

白
状
ニ
及
フ
ダ
(
史
籍一
矧)

注
H

現
在
の
高
知
の
若
年
層
は
援
音
便
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
ら 、

こ

れ
ら
用
例
は
幕
末
期
の
古
い
音
便
形
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え
よ
う 。

左
の
例
は 、
「
借
る」

に
促
音
使 、
「
買
う」

に
ウ
音
便
を
使
用
し
分
け
る
こ

と
を
示
す
好
例
で
あ
る 。

一

日
本
外
史
ノ
川
越
本

こ
れ
ハ
文
保
馬
へ
で
も
頼
ど
こ
ぞ
ニ
あ
れ
ハ
か
つ
て
も
よ
し

文
な
け
れ

刑判Ill1

ハ
書
林
て
覧
ふ
て
も
よ
し
(
武
市
十
七
3)

ま
た 、

テ
・

タ
が
下
接
す
る
持
ツ
・

行
ク
・

食
フ
の
語
尾
を
表
記
し
な
い
例

も
見
ら
れ
る 。

花
を
下
番
が
も
で
き
て
く
れ
た
り
(
武
市
六
9)

ん
ま
き
さ
い
で
飯
を
く

て
ね
た
り
お
き
た
り
(
武
市
八
2)

善
平
が
つ
れ
に
い
た
げ
な
が
(
武
市

八
8)

く
す
り
を
も
っ
て
内
へ
い
た
が
(
武
市
十
三
4)

平
善
へ
其
後

イ
タ
カ
(
史
籍一
問 、
目
付
ノ
言
葉 、
瑞
山
ヨ
リ
獄
外
同
志へ)

四

語
法
に
つ
い
て
は 、

ま
ず 、

指
定
辞
は 、

消
息
に
ヂ
ャ

が
叩
例(
仮
名
遣
は「
し

ゃ」
1

例 、
「
ぢ
や」
又
は
「
ち
ゃ」
9
例 。
以
下
は一
括
し
て
ヂ
ャ
と
し
て
扱
う)
見

ら
れ
る
が 、

後
期
江
戸
語
で
例
え
ば
『
螺
の
世
界』

や
『
夢
酔
独
言」

で
旗
本

御
家
人
の
用
い
た
ダ
は
見
ら
れ
な
い

。

川
ぢ
き
に
ざ
こ
は
の
渡
し
の
む
こ
ふ
ぢ
や
げ
な
(
武
市
十
六
2

横
〈
元
治
元

年〉

十
二
月
六
日
の
夜
「
お
と
み
と
の」
宛)

ω
一

こ
の
下
番
ハ
内
村
へ
さ
い

/\
い
く
げ
な
ず
ゐ
ぶ
ん
酒
ハ
す
き
ち
や
そ

ふ
な
の
ま
し
て
や
ら
ん
せ
(
武
市
十
八
8

横
〈
元
治
元
年
一

月
下
旬〉
宛
名

欠)

下
接
語
は 、

終
止
用
法
の
ほ
か 、

ノ
ウ
・

ゲ
ナ
・
ソ
ウ
ナ
・

ガ
な
ど
多
彩
で
あ

り 、

土
佐
藩
士
の
家
庭
内
に
お
け
る
妻
や
姉
に
対
す
る
ヂ
ャ
を
用
い
た
会
話
が

反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

な
お 、

瑞
山
の
朋
輩
坂
本
龍
馬
が
そ
の
姉
乙
女
に
宛
て
た
文
久
三
年
六
月
二

十
九
日
と
推
定
さ
れ
る
消
息
に
は 、

幕
末
期
の
上
方
語
に
お
い
て
発
生
し
て
そ

の
周
辺
域
に
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
指
定
の
ヤ
が 、

ω
こ
の
文
ハ
極
大
事
の
事
斗
ニ
て
け
し
て
ぺ
ち
ゃ

/\
シ
ヤ
ペ
ク
リ
に
ハ

マ
マ

注
目

ホ
〉
材
、
ヲ
い
や
判
の
け
し
て
見
せ
ら
れ
る
ぞ
へ
(「
坂
本
龍
馬
全
集』
出
頁
所

収
の
写
真
に
拠
る)

の
如
く

拾
え
る
が 、

瑞
山
の
消
息
に
は
見
ら
れ
な
い

。

こ
の
ヤ
は 、

現
代
の
高

注
凶

知
方
言
で
は
主
と
し
て
若
年
層
が
用
い
る
と
い
わ
れ
る
が 、

近
世
の
当
地
の
口

語
資
料
に
は
極
め
て
稀
で 、
ヂ
ャ
の
方
が
ま
だ
一

般
的
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る 。

ま
た 、

第
六
巻
の
一

通
自
に
は 、

瑞
山
作
の 、
「
あ
ぢ
き
な
き
事
と
ハ
よ
く
も
し

り
な
か
ら
な
ど
お
も
か
げ
の
わ
す
れ
ゑ
ぬ
ら
ん」

と
い
う
和
歌
に
つ
い
て 、

語

釈
と
と
も
に 、

ω
な
ん
ぼ
思
ふ
て
も
見
る
こ
と
も
で
き
ん
事
ゆ
へ
思
う
ハ
む
ゑ
き
な
事
と
ハ

よ
く

/\
が
て
ん
し
て
お
る
け
ん
ど
ど
ふ
ゅ
う
も
の
ぞ
み
な

/\
の
御
顔

が
目
の
さ
き
へ
見
へ
る
よ
ふ
ニ
お
も
ふ
て
ど
を
し
て
も
ゑ
〉

わ
す
れ
ら
れ

ん
ふ
し
ぎ
な
事
チ
ヤ
ト

云
1
ナ
リ
(
武
市
六
1

横
〈
文
久
三
年
十
二
月
下
旬

カ〉

宛
名
欠)

の
如
き
俗
語
訳
が
付
し
て
あ
る 。

瑞
山
の
遺
品
中
に
は
本
居
宣
長
の
「
古
今
集

遠
鏡』
の
序
文
部
分
の
写
本
も
伝
存(
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵)
す
る
か
ら 、

こ
の
訳
文
は
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が 、

ヂ
ャ
の
み
な
ら
ず 、

ケ
ン

ド
・

エ
1
1
ン
の
使
用
か
ら
土
佐
方
言
を
以
て
訳
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。

こ
の
他 、

推
量
形
に
は
ヂ
ャ
ア
ロ
ウ
が
1

例
見
ら
れ
る 。

5 



間
O
た
い
め
し
ハ
し
ご
く
ゑ
〉
と
い
ふ
事
ゆ
へ
た
い
が
あ
れ
ハ
御
こ
し
も
ぎ

と
た
い
と
ま
ぜ
て
た
い
た
り
や
ど
ふ
ち
ゃ
あ
ろ
ふ
の
ふ
(
武
市
十
日

横

〈
元
治
元
年一
月
下
旬
1

二
月
上
旬V
「
姉
さ
ま
/
お
と
み
と
の」
宛)

一

方 、

獄
中
の
審
問
記
録
で
は
会
話
の
部
分
に
ヂ
ャ

が
6
例
見
ら
れ
る 。

附
誠
二
人
ノ
勢
ニ
乗
リ
シ
ト

云
者
ハ
イ
ヤ
ナ
モ
ノ
チ
ヤ
八
之
助
ハ
承
知
テ
ア

ロ
ヲ
一

分
ヲ
立
テ
申
出
テ
ヲ
ル
ト

云 、

左
様
デ
ゴ
サ
ル
カ
卜

云
ト

野
ガ一
玄

(
史
籍一
溺
5

史〈
元
治
元
年
九
月
上
旬
カ〉

瑞
山
ヨ
リ
島
村
寿
之
助へ

小

監
察
野
多
H

野
崎
札
カ
i

瑞
山)

全
例 、

監
察
・

目
付
の
側
の
用
例
で
あ
り 、

う
ち
1

例
が
陸
自
付
同
士
で
使
用

す
る
他
は
志
士
に
対
し
て
用
い
て
い
る 。

な
お 、

近
世
土
佐
の
文
献
で
は 、

前

注
げ

引
吉
野
氏
の
論
文
に
扱
わ
れ
た
以
外
に
も 、

さ
ら
に
左
の
如
き
例
が
拾
え
る 。

間
別
而
百
性
ハ
商
人
と
違
正
直
実
義
ニ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ナ
ゼ
成
ハ
士
山辰
工

商
と
申
市
御
侍
之
次
ニ
付
モ
ノ
ジ
ヤ
商
人
ハ
算
盤
ノ
秤
ノ
目
ヲ
セ
〉
リ

世

注
目

ヲ
渡
ル
者
ジ
ヤ
(
北
川
家
文
書『
郷
中
演
舌
覚」
「
教
轍
演
舌
書」
弘
化
二
年
十

一
月
川
村
仲
五
郎・
北
川
柳
三
郎)

附
「
歯
そ
り
に
も
ち
を
見
せ
な
と
い
ふ
が
わ
た
し
ハ
き
つ
い
き
ら
い
じ
ゃ
と

い
ふ
て
を
っ
た
が
尾
が
見
へ
だ
し
た
「
な
じ
ま
ぬ
む
か
し
ま
し
じ
ゃ
も
の

住
ゆ

(『
化
物
絵
巻』

安
政
六
年
八
月
上
旬
写)

こ
れ
ら
用
例
か
ら
近
世
の
土
佐
に
お
い
て
は
士
庶
と
も
に
ヂ
ヤ
(
ジ
ヤ)
を
専
ら

使
用
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う 。

但
し 、

藩
主
山
内
氏

や
江
戸
務
邸
詰
の
家
臣
団
に
つ
い
て
は
口
語
資
料
が
少
な
い
の
で
審
ら
か
に
は

注
却

し
難
い

。

次
に 、

消
息・
審
問
記
録
と
も 、

文
を
終
止
す
る
デ
ア
ル
は
見
ら
れ
な
い
が 、

デ
ア
ロ
ウ
・

デ
ア
ッ
タ
が
使
用
さ
れ
て
い
る 。

デ
ア
ロ
ウ
と
そ
れ
に
関
連
す
る

語
形
は 、
消
息
に
併
せ
て
日
例
(「
有」
が
漢
字
表
記
で
「
ア
ロ
ウ」
「
ア
ル
ロ
ウ」

の
い
ず
れ
と
も
認
定
し
難
い
例
が
有
る
の
で
表
記
別
に
内
訳
を
示
す
と 、
デ(
テ)
ア
ロ

ブ
7

例・
デ
ア
ロ
1

例・
デ
有
フ
2

例・
デ
ア
ツ
ロ
ウ
l

例) 、
審
問
記
録
に
日
例
(
内

訳 、
デ
ア
ロ
ウ(
ヲ)
4

例・
デ
有
ロ
ウ
2

例・
デ
有
フ
3
例・
デ
有
ツ
ロ
フ
2

例)
見

ら
れ
る 。

審
問
記
録
の
日
例
中
9

例
ま
で
が
目
付
等
の
審
問
者
か
ら
志
士
に
対

し
て
用
い
た
例
で
あ
る
が 、

逆
に 、

同
志
の
目
付
に
対
す
る
会
話
文
中
で
用
い

た
例
が
2

例
あ
る 。
一

方 、

デ
ア
ッ
タ
は
消
息
に
9

例
(
デ
ア
ツ
タ
6

例
・

デ
有

タ
3

例) 、

審
問
記
録
に
同
志
の
島
村
衛
士口
が
目
付
に
対
し
て
用
い
た
デ
有
タ
l

例
が
見
ら
れ
る 。

則
一

田
村
屋
の
ほ
ん
ハ
も
ふ
こ
れ
き
り
で
あ
っ
〉
ろ
ふ
か
鳥
渡
外
ニ

見
へ
ん

が
又
た
ら
ね
ハ
云
て
御
越
し
(
武
市
十
八
8

横〈
元
治
元
年一
月
下
旬〉
宛

名
欠)

(
判
野
万
舟
弥)

川
O
何
卜

考
ヱ
テ
モ
思
ヒ
出
サ
ズ
ム
夫
ハ
其
筈
ナ
リ

御
自
分
夫
ヲ
言
タ
ラ
附

込
レ
ル
キ
ニ
云
云
デ
ア
ロ
ウ

此
辺
尤
吸
E

盛
ナ
リ

(
巡
墨
9
通
目

史

〈
元
治
元
年
六
月
下
旬〉

河
野
万
寿
弥
ヨ
リ

瑞
山へ

ム
目
付
土
居
弥
之
助
又

は
岸
本
円
蔵
↓

O
河
野
万
寿
弥)

川
初
は
ち
ょ
く
ニ

二
ッ

の
む
と
大
よ
ひ
で
あ
っ
た
が
又
四
つ
ほ
ど
の
ミ
た
し

又
こ
の
頃
ハ
五
ッ
六
ッ

の
ミ
だ
し
た
よ
(
武
市
十
八
2

横
〈
燈
応
元
年
五
月

早
々
カ〉
宛
名
欠)

山
崎
久
之
氏
に
よ
れ
ば 、

近
世
前
期
上
方
語
に
お
い
て
は
町
人
も
使
用
す
る
デ

ア
ロ
ウ
・

デ
ア
ッ
タ
と
共
に
文
末
終
止
の
デ
ア
ル
の
使
用
が
武
士
こ
と
ば
の
特

制
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が 、

瑞
山
の
消
息
や
審
問
記
録
に
お
け
る
デ
ア

ロ
ウ
・

デ
ア
ッ
タ
の
使
用
状
況
は 、

文
末
終
止
の
ヂ
ャ
を
補
う
形
に
な
っ
て
お

注
辺

り 、

寧
ろ
近
世
後
期
の
漢
籍
国
字
解
類
に
お
い
て
中
村
通
夫
氏
の
指
摘
さ
れ
た

第
二
次
デ
ア
ル
資
料
や
「
古
今
集
遠
鏡」

に
近
い
と
言
え
る 。

ま
た 、

江
戸
の

注
幻

武
家
社
会
に
お
け
る
実
態
を
反
映
す
る
寛
政
期
の
「
よ
し
の
冊
子」

あ
る
い
は

6 



武市瑞山文書から見た土佐藩士の言語について

注
M

奉
行
所
等
に
お
け
る
吟
味
を
記
録
し
た
『
関
東一
件」
や
『
反
正
紀
略」
巻
九

注
目ω

所
収
の
控
類
に
お
い
て
デ
ア
ッ
タ
の
少
な
い
も
の
も
あ
る
が
デ
ア
ロ
ウ
が
多
用

さ
れ
て
い
る
の
を
考
慮
す
る
と 、
こ
れ
ら
両
語
形
に
限
つ
て
は
江
戸
の
教
養
層

あ
る
い
は
武
家
の
語
法
が
共
通
語
的
に
土
佐
藩
士
の
言
語
生
活
の
中
に
定
着

し 、
こ
れ
が
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。
尤
も 、
そ
れ
は
例
附
の「
で
あ
っ
〉

ろ
ふ」
の
如
く
土
佐
方
言
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
変
形
し
た
語
形
が
並
び
行
わ
れ

た
可
能
性
も
認
め
ら
れ
る 。

敬
体
の
デ
ゴ
ザ
ル
は
前
掲
例
制
に
見
え
る
瑞
山
の
用
い
た
1

例
の
み
で
あ
る

が 、
こ
れ
を
以
て
前
期
上
方
語
や
後
期
江
戸
語
の
資
料
に
描
か
れ
た
武
家
社
会

に
見
ら
れ
る
デ
ゴ
ザ
ル
が
高
知
域
内
や
藩
邸
内
等
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
指
摘
で
き
よ
う 。
そ
の
用
例
が
僅
か
l

例
に
留
ま
る
の
は 、
戯
作
の
例

と
は
異
な
り 、
そ
の
待
遇
価
値
が
夫
人
宛
消
息
や
審
問
記
録
に
は
相
応
し
な
い

た
め
と
解
せ
ら
れ
る 。
こ
れ
に
対
し
て 、
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
に
つ
い
て
は 、
消
息

に
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
日
例・
デ
ゴ
ザ
リ
マ
シ
タ
l

例・
デ
ゴ
ザ
リ
マ
シ
ツ
ロ
ウ
l

例 、
審
問
記
録
の
会
話
部
分
に
デ
ゴ
ザ
イ
舛
1

例・
デ
御
座
リ

舛
シ
ツ
ロ
ウ
I

例
が
見
ら
れ
る 。
後
者
の
両
例
は 、
共
に
獄
中
の
志
士
が
巴
付
等
に
対
す
る
会

話
文
中
で
用
い
た
も
の
で
あ
る 。

ω
あ
す
ハ
ま
た
御
陣
屋
へ
得
E

行
ま
せ
ん
き
に
朝
か
ら
ゆ
く
つ
も
り
で
こ
ぎ

り
ま
す:::
奴
衛
吉
も
廿
日
廿一
日
頃
は
出
足
に
て
帰
る
筈
て
こ
さ
り
ま

す
(
武
市一
4

史
〈
文
久
二
年〉
八
月
十
八
日
の
夜
「
姉
上
さ
ま」
宛)

間
O
夫
ハ
御
尤
ノ
御
不
審
ナ
レ
ド

高
ノ
処
他
常務
モ
ノ
大
虚
喝
物
芳
以
後
取
ヤ

鋸
カ

||
|l111-
-Ill1
111

マ、

ハ
ヌ
1
卜

心
得
タ
レ
ハ
得
々
ト
ノ
居
リ
デ
御
座
リ

舛
シ
ツ
ロ
ウ
其
時
ノ
居

リ
ハ
忘
レ
タ
リ
(
史
籍一
棚
9

史
〈
元
治
元
年
六
月
下
旬〉
河
野
万
寿
弥
ヨ

リ
瑞
山
へ

河
野
万
寿
弥
↓

陸
目
付
土
居
弥
之
助)

打
消
表
現
は 、
消
息・
審
問
記
録
共
に
ズ・
ヌ
(
ン)
系
列
の
助
動
詞
の
み
で 、

江
戸
語
的
な
ナ
イ
系
列
の
語
形
は
見
ら
れ
な
い 。
ま
た 、
当
為
表
現
は 、
消
息

類
で
は 、
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
5
例・
ネ
パ
ナ
ラ
ン
3

例・
ネ
パ
ナ
ラ
ズ
5
例・
ネ
バ

イ
ク
マ
イ
1

例・
ン
ト
イ
カ
ン
5
例・
ン
ト
ナ
ラ
ズ
1

例・
ン
ト
イ
ク
マ
イ
1

例・
ン
ト
イ
キ
マ
セ
ン
1

例・
ン
ナ
ラ
ン
5
例
の
各
形
式
が
見
ら
れ 、
前
項
に

ネ
パ
・
ン
ト・
ン
の
三
種
類
あ
る
の
に
対
し
て 、
審
問
記
録
で
は
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ

2
例・
ネ
パ
ナ
ラ
ズ
5
例・
ネ
パ
イ
カ
ン
2

例
で 、
前
項
は
ネ
パ
の一
種
類
の

み
で
あ
る 。
こ
の
相
違
は 、
審
問
記
録
の
方
に
藩
士
社
会
の
公
的
な
会
話
を
反

映
す
る
可
能
性
が
あ
り 、
か
っ 、
瑞
山
自
ら
指
摘
す
る
よ
う
な
漢
文
訓
読
語
的

な
よ
り
固
い
文
体
で
記
さ
れ
が
ち
な
傾
向
が
あ
る
の
と
は
異
な
り 、
夫
人
宛
消

息
に
は
私
的
な
方
言
形
が
現
れ
易
い
と
い
う
資
料
性
の
相
違
に
基
づ
く
た
め
と

思
わ
れ
る 。
尤
も 、
そ
れ
は
個
々
の
音
韻・
語
法
に
よ
っ
て
程
度
や
類
型
が
異

な
る
の
で一
律
に
認
め
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
で
あ
ろ
う 。
左
に
掲
げ
る
の
は
前

項
に
ン
・
ン
ト
を
用
い
る
形
式
の
例
で
あ
る 。

川仰
ぎ
ん
みニ
出
る
と
き
は
手
じ
よ
ふ
を
う
ち
候ニ
付
ふ
つ
く
ろ
を
あ
け
ん
な

ら
ん
き
に
せ
ん
の
か
も
こ
の
て
ん
上
へ
か
け
て
ご
さ
り
ま
す
(
武
市
十
9

繍
〈
元
治
元
年〉
六
月
十
六
日
「
姉
上
さ
ま
/
お
と
み
と
の」
宛)

同
O
夏
向ニ
な
っ
た
り
や
朝
と
晩
と
二
度
に
持
て
こ
ん
と
い
か
ん
誠
に

/\

め
ん
と
い
事
な
り(
武
市
十
叩

横〈
元
治
元
年一
月
下
旬
1

二
月
上
旬〉
「
姉

さ
ま
/
お
と
み
と
の」
宛)

こ
の
時
点
か
ら
ほ
ぼ
二
十
五・
六
年
後
の
明
治
二
十
二
年
に
始
ま
る
帝
国
議

会
の
殊
に
貴
族
院
の
議
事
速
記
録
に
は 、
華
族・
勅
選
議
員
と
な
っ
た
旧
土
佐

藩
士
の
小
畑
美
稲・
細
川
潤
次
郎・
谷
干
城・
清
岡
公
張・
岡
内
重
俊
や
土
佐

出
身
の
多
額
納
税
者
議
員
島
内
武
重
等
の
雄
弁
な
発
言
中
に 、
前
項
ナ
ケ
レ

パ・
ネ
パ
と
共
に
ヌ
(
ン)
ナ
ラ
ヌ
が
多
用
さ
れ
て
お
り 、
土
佐
の
方
言
史
上
に

連
繋
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る 。
こ
れ
は 、
こ
の
形
式
が
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

7 



て
の
土
佐
人
に
と
っ
て
充
分
に
馴
染
ん
だ
も
の
と
し
て
公
的
な
場
面
に
お
い
て

も
使
用
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
か
っ
た
た
め
に 、
年
代
の
相
違
は
あ
っ
て
も
国
語

資
料
と
し
て
よ
り
正
確
に
発
言
を
記
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
速
記
録
に
多

く
見
出
さ
れ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る 。

過
去
の
打
消
は 、
消
息
で
は
マ
セ
ナ
ン
ダ
2

例・
ザ
ツ
タ
6

例
が
見
ら
れ
る

が 、
審
問
記
録
の
会
話
部
分
に
は
用
例
が
な
く 、

瑞
山
の
志
士
宛
書
簡
に
ザ
ツ

タ・
ザ
ッ
ツ
ロ
ウ
が
見
ら
れ
る 。
こ
の
両
語
形
は 、
『
口
語
法
調
査
報
告
書」
第

三
十一
条
に
高
知
県
の
県
下一
般
で
「「
聞
カ
ナ
ン
ダ」
ハ
又
『
聞
カ
ザ
ツ
タ」

ト
モ
云
フ」
と
あ
る
の
と一
致
す
る
が 、
今
日
の
高
知
方
言
で
使
用
さ
れ
る
ラ

注
幻

ツ
タ
や
若
年
層
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
ン
カ
ツ
タ
は
共
に
ま
だ
見
ら

れ
な
い 。

同
奴
御
は
な
し
を
し
ま
せ
な
ん
た
が
此
間
元
日
の
夜
ゆ
め
を
見
ま
し
た・

舟
が
つ
い
た
時
の
う
れ
し
か
っ
た
事
ハ
い
へ
ま
せ
な
ん
た(
武
市
六
8

横

〈
元
治
元
年一
月
十
四
日
カ〉
宛
名
欠)

も
ど

仰
き
の
ふ
北
う
ら
か
ら一
戻
り
に
以
蔵
が
お
る
所
を
の
ぞ
い
て
見
た
け
ん
と
見

へ
ざ
っ
た
よ
(
武
市
十
8

横〈
元
治
元
年〉
六
月
十
五
日「
姉
上
さ
ま
/
お
と

み
と
の」
宛)

同
奴
思
ふ
て
も

/\
難
堪
ハ
浪
穂
の
事
ニ
而
候
必一
昨
日
も
速
ニ
は
通
じ
ざ

つ
つ
ろ
ふ
と
存
候
(
史
籍
二
川
3

史
〈
慶
応
三
年
三
月〉
廿
五
日

瑞
山
ヨ

リ
島
村
寿
之
助
へ

地
の
文)

な
お 、
文
久
二
年
十
月
十
八
日
に
怯
平
春
獄
に
宛
て
た
前
藩
主
山
内
容
堂
の
書

簡
で
幕
府
大
目
付
岡
部
駿
河
守
長
常
と
勅
使
待
遇
に
つ
い
て
論
じ
た
件
を
述
べ

た
中
に 、

側
唯
今
大
監
察
と
談
論
相
済
候
所
三
寸
之
舌
殆
切
れ
申
候
乍
去
至
結
局
「
な

る
ほ
ど
そ
れ
で
ハ
左
様
の
所
ま
で
ハ
気
か
付
ま
せ
さ
っ
た
と
申
ス」
位ニ

注
刊日

而
別
れ
申
候
(「
越
相
公
閣
下」
宛
「
九
十
九
洋
外
史」
書
簡)

の
例
が
拾
え
る
と
こ
ろ
か
ら 、
ザ
ツ
タ
の
使
用
が
藩
主
山
内
氏
に
ま
で
及
ん
で

い
た
可
能
性
も
あ
る
が 、
容
堂
は
高
知
在
住
の
連
枝
南
屋
敷
山
内
氏
か
ら
出
て

製
封
し
た
の
で
あ
る
か
ら
言
語
形
成
期
は
高
知
の
屋
敷
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な

る 。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
以
て
江
戸
藩
邸
や
分
家
の
旗
本
山
内
氏
に
生
ま
れ
る

な
どき口
語
経
歴
の
多
彩
な
歴
代
藩
主
の
言
語
に
土
佐
方
言
の
影
響
を一
様
に
指

摘
す
る
こ
と
は
慎
重
を
期
し
た
い 。

推
量
表
現
に
は 、
土
佐
方
言
を
特
徴
づ
け
る
終
止
形
接
続
の
助
動
詞
ロ
ウ
が

消
息・
審
問
記
録
共
に
多
用
さ
れ
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
消
息
で
は
日
例(
上
接

語
の
内
訳
は
動
詞
%
例 、
う
ち 、
ア
ル
9
例 。
助
動
調マ
ス
5

例・
ル
ル
3
例・
タ
2

例・
ツ
9
例 。
他
に
ア
ロ
ウ
6

例
「
有
ウ」
2

例) 、
審
問
記
録
で
も
凹
例
(
動
詞
5

例・
マ
ス
2

例・
タ
1

例・
ツ
日
例 。
他
に
「
有
ウ」
の
存
疑
3
例)
見
ら
れ 、
殊
に

ツ
ロ
ウ
の
使
用
が
目
立
つ 。
但
し 、
形
容
詞
は
「
よ
か
ろ
ふ」
の
如
く
未
然
形

注
"

に
ウ
が
接
続
す
る
の
み(
消
息
に
日
例)
で 、
現
在
の
高
知
方一
盲
に
行
わ
れ
る「
高

い
ろ
う」
の
如
き
接
続
形
式
は
見
ら
れ
な
い 。

側一
上
岡
へ
保
馬
が
い
つ
ろ
ふ
か

少
も
い
そ
ぎ
ハ
せ
ん
け
ん
と
鳥
渡
相
談

を
し
て
お
く
が
へ
〉

(
武
市
十
七
4

横
〈
文
久
三
年
十
二
月
二
十
八
日
カ〉

「
御
姉
上
さ
ま
/
お
と
み
と
の」
宛)

カタ

ω
口
云
ア
ナ
タ
隠
シ
タ
レ
ハ
人
ノ
為
ニ
ナ
ル
ト

思
ウ
ロ
ヲ(
遺
墨
2
通
目
史

〈
元
治
元
年
十
月
二
日〉

瑞
山
ヨ
リ
島
村
寿
之
助へ

大
監
察
野
中
太
内
↓

瑞

山)

審
問
記
録
で
は
例
ω
の
如
く 、
と
り
わ
け
審
問
す
る
側
の
大
目
付
野
中
太
内(
6

例)
・

陸
目
付
土
居
弥
之
助
(
3
例)
・

小
目
付
石
川
石
之
助
(
1

例)
・

小
監
察
野

崎
糾
(
I

例)
・

氏
名
不
明
の
目
付
(
3
例)
に
よ
る
ロ
ウ
の
多
用
が
目
立
つ
(
志

士
は
瑞
山・
河
野
万
寿
弥・
島
村
衛
吉
・

田
内
衛
吉
が
各
1

例) 。
郷
土
の
手
に
成
る

8 



武市瑞山文書から見た土佐落士の言語について

記
録
で
は
あ
る
が 、
上
士
で
あ
る
審
問
者
達
の
会
話
部
分
に
こ
れ
ほ
ど
に
使
用

例
が
拾
え
る
と
い
う
こ
と
は 、
瑞
山
等
の
在
来
の
郷
土
の
み
な
ら
ず
上
士
の
聞

に
ま
で
そ
の
使
用
が
拡
大
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
と
い
え
よ
う 。
因
に 、
右

の
上
士
野
中・
石
川
氏
の
先
祖
は
高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
御
侍
中
先
祖
書
系
図

牒』
に
拠
れ
ば 、
そ
れ
ぞ
れ 、
美
濃・
参
河
の
浪
人
で
あ
り 、
野
崎
氏
は
長
曽

我
部
氏
の
旧
臣 、
土
居
氏
は
江
戸
で
召
抱
え
ら
れ
た
年
季
夫
を
祖
と
す
る
家
系

で
あ
る
か
ら 、
出
自
に
よ
っ
て
は
入
封
当
初
の
家
祖
の
頃
に
は
使
用
し
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る 。
他
方 、
現
在
の
高
知
方
言
で
ロ
ウ
と
共
に
用
い
ら
れ

注
初

る
ヤ
ロ
ウ
は
な
く 、
ま
た 、
活
用
語
に
接
続
す
る
ニ
カ
l

ラ
ン
も
な
い
が 、
〈
史

籍〉
所
収
の
瑞
山
の
消
息
に 、
-

例
の
み 、

問一
土
屋
ハ
頗
ル
名
人
ニ
テ
真
ニ
カ
ア
ラ
ン
1
ヲ
云
テ
問
ヒ
落
ス
由
ニ
付
新

小
へ
ヨ
ク

/\
申
含
ヲ
キ
度
候
(
史
籍一
蹴
7

史
〈
元
治
元
年
八
月
下
旬

カ〉
瑞
山
ヨ
リ
獄
外
同
志
へ)

の
如
く
名
詞
に
下
接
す
る
「
ニ
カ
ア
ラ
ン」
の
例
が
見
ら
れ
る 。
た
だ 、
こ
の

用
例
の
場
合
は 、
他
の
箇
所
に
も
「
村
馬
ガ
云
々
ト

云
フ
1
ア
真
面
目
ニ
テ
イ

カ
ニ
モ
誠
ラ
シ
ク
云
タ
リ」(
史
籍一
郎
9)
と
あ
る
よ
う
に
土
屋
が
巧
妙
な
審
問

技
術
で
志
士
達
を
問
詰
す
る
と
い
う
情
報
を
周
知
さ
せ
る
よ
う
指
示
す
る
文
脈

で
使
用
さ
れ
て
お
り 、

寧
ろ
様
態
を
示
す
用
法
と
思
わ
れ
る 。

可
能
表
現
に
は 、
可
能
の
助
動
詞
ル・
ラ
ル
が
消
息
に
ラ
レ
四
例・
レ
凶
例・

レ
ル
1

例 、
審
問
記
録
に
ラ
レ
1

例・
レ
5
例・
「
居
ラ
レ
ヌ」
表
記
1

例
(
他

に、
獄
中
市首
簡
に
ラ
レ
3
例・
レ
9
例・
ル
ル
1

例・「
居
ラ
レ
ヌ」
表
記
l

例・「
被」

表
記
3
例) 、
可
能
動
詞
が
消
息
に
日
例
(
語
黛
の
内
訳
は
食
ウ
7
例・
読
ム
l

例・

言
ウ
1

例・
居
ル
1

例・
死
ヌ
1

例 、
他
に
知
レ
ル
(
知
レ
ン)
HU
例) 、
審
問
記
録

に
4

例
(
云
ウ
2

例・
拝
ム
l

例・
聞
ト
ル
1

例 、
他
に
知
レ
ル
4

例 、
こ
の
他
の
獄

中
書
簡
に
1

例(
ト
ル
1

例 、
他
に
知
レ
ル
7

例))
見
ら
れ
る
が 、
こ
れ
ら
以
上
に

特
徴
づ
け
て
い
る
の
が
現
在
の
土
佐
方
言
に
お
い
て
不
可
能
を
表
す
ヨ
1
1
ン

の
前
身
と
推
測
さ
れ
る
エ
1
1
ン(
ヌ)
の
多
用
で
あ
り 、
江
戸
語
と
は
相
違
す

る
土
佐
独
自
の
表
現
形
式
で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
消
息
に
凶
例(
エ
|

の
表
記
は

「
ゑ〉」
「
へ
〉」

が
有
り 、
さ
ら
に、
ェ
l

を
「
得
、二
と
表
記
す
る
5

例
を
加
え
る

と
れ
例
と
な
る 。
ま
た、
「
得
差
立
不
申」
が
1

例
見
ら
れ
る 。) 、
審
問
記
録
の
会
話

部
分
に
は
用
例
が
な
い
が 、
獄
中
書
簡
に
「
得
々
1
ズ
(
マ
イ
こ
が
4

例 、
「
得

1
ズ」
が
会
話
部
分
に
3

例 、
獄
中
書
簡
に
「
得
出
不
申
候」
な
ど
の
表
記
で

幻
例
と
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
口
頭
に
お
け
る
エ
1
1
ン
の
多
用
を
反
映
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う 。
ま
た 、
エ
1
1
ン
の
み
で
ヨ
1
1
ン
が
見
ら
れ
な
い

の
は 、
ま
だ
そ
の
変
化
が
生
じ
る
以
前
の
段
階
で
の
状
況
が
反
映
さ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う 。
こ
の
こ
と
は
現
在
の
高
知
方
言
に
お
い
て
老
年
層
に
よ
っ
て
エ
l

注
引

1
ン
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
に
よ
っ
て
も
裏
付
ら
れ
る 。
用
例
と
し
て
は

前
掲
例
ω
ω
の
他
に 、

間
百
へ
ん
せ
ん
ぎ
に
お
〉

て
も
万
べ
ん
せ
ん
ぎ
に
お
〉

て
も
覚
の
な
き
事
を

覚
が
あ
る
と
は
ゑ
〉

い
わ
ず
候(
武
市
二
十
三
5

横〈
元
治
元
年
五
月
二
十

七
日
1

三
十
日〉
宛
名
欠)

等
の
例
が
あ
る 。
一
方 、
江
戸
語
の
資
料
で
宝
暦
か
ら
化
政
に
か
け
て
現
れ 、

注
目記

殊
に
そ
の
発
達
が
口
頭
語
よ
り
も
文
章
語
で
先
行
し
た
節
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

ス
ル
コ
ト

ガ
(ハ
・

モ)
デ
キ
ル
は
明
治
に
至
っ
て
普
及
し
た
と
い
わ
れ
る
が 、

消
息
に
凶
例 、
審
問
記
録
の
会
話
部
分
に
4

例 、
そ
の
他
獄
中
書
簡
に
日
例
見

ら
れ
る
の
は
近
代
共
通
語
に
連
な
る
語
法
の一
つ
が
既
に
幕
末
期
の
土
佐
の 、

少
な
く
と
も
藩
社
会
に
は
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
例
と
し
て
注
目

さ
れ
る 。
端
山
自
ら
学
者
で
も
あ
り 、
ま
た 、
資
料
自
体
が
文
語
文
を
基
調
と

す
る
た
め
こ
の
形
式
は
却
っ
て
現
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が 、

凶
む
り
に
出
た
ち
〉
い
た
み
か
お
こ
り
て
き
た
時
に
は
物
を

川判割州出剰
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ん
と
申て
こ
と
わ
り

候
処:::(
武
市二
十一
6

八
日
之
夜
「
姉
上
さ
ま
/
お
と
み
と
の」
宛)

(
目
付)

間
@が
病
気
を
と
い
に
参
り
け
ふハ
取
りつ
く
ろ
い
出
る
事ハ
出
来
ん
か
と

申
来
り
候
も
は
や
む
り
に
出
れハ
出
る
事
も
出
来
る
け
ん
ど
も
ふ
すこ
し

な
を
り
き
る
ま
で
と
お
も
ひ
こ
と
わ
り
申
候(
武
市二
十二
8
績〈慶応

元
年
四
月〉
十
九
日
「
お
と
み
と
の」
宛)

の
例
は 、
土
佐
方
言
の
チ
チ
や
ケ
ン
ド
と
共
起
し
て
お
り 、
か
な
り
熟
れ
た
自

由
な
使い
方
で
あ
る
と
い
え
る 。

原
因・
理
由
の
表
現
は 、
消
息に
お
い
て
は
候文
体
に
馴
染
むユ
エ・
マ
マ

と
と
も
に
前
掲
例
ω
ω
に
も
見
ら
れ
る
土
佐
方
言
特
有
の
キニ
が
幻
例と
多
用

さ
れ
て
い
る
が 、
審
問
記
録
で
は
キニ
の
使
用
は
稀
で 、
目
付が
用い
た
前
掲

例
川
の
他
は
地
の
文
に
1

例
の
み
で
あ
る 。
藩
政
期
に
町
方
下
横
目
を
勤
め
た

今
井
貞
吉(
天
保二
年生 、
明
治三
十六
年没)
の
「
土
佐
国
方
言
考」
に
は「
天

と
さ
きん
ぱ
ん
もの

ぜ
うろ
う一

かザ

保
の
頃
土
佐
勤
番
者
の
言
語
を
江
戸
人
の
笑
弄
せ
し
は
左
の
如
し」
と
し
て「
梶

ぱ
しへ
ん

橋
辺
の
御
屋
敷
で 、
な
む
と 、
く
だ
む
は 、
ど
ふ
で
む
す 、
ち
よ
る
き
に 、
し

詑
お

や
む
と 、
い
か
む
で
す 、
」
を
掲
げ
て
江
戸
の
土
佐
藩
上
屋
敷
に
お
け
る
キニ

の
使
用
を
指
摘
す
る
が 、
言
語
形
成
期
を
超
え
て
二
十
八
歳
の
安
政三
年
に
初

め
て
出
府
し
た
瑞
山
も
ま
た
そ
う
し
た
藩
士
の一
人
で
あっ
た
と
推
測
さ
れ

る 。
尤
も 、
瑞
山
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
出
府
し
て
幕
臣
や
他
藩
士
と
応
対
し

て
い
る
の
で
ス
ル
コ
ト
ガ
デ
キル
の
よ
う
な
江
戸に
お
け
る
新
し
い
語
法
も
身

に
つ
け
て
い
た
可
能
性が
あ
り 、

場
面
に
応
じ
て
言
語
を
使い
分
け 、
夫
人
宛

の
消
息
故
に
キニ
が
多
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る 。

同
様
に 、
消
息
の
方
が
よ
り
自
由
に
土
佐
方
言
を
用い
る
傾
向が
認
め
ら
れ

る
語
法
と
し
て
は 、
さ
ら
に 、
前
掲
例
凶
側
闘
に
も
見
ら
れ
る
逆
接の
接
続
助

詞
ケ
ン
ド
が
M
例
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て 、
審
問
記
録
で
は
会
話
部
分
に
用
例

横〈
慶
応
元
年
五
月〉
廿

は
な
く 、

端
山
か
ら
島
村
寿之
助・
寿
太
郎に
宛
て
て
応
接の
内
容
を
相
談
し

た
り 、
獄
外
の
志
士
に
宛
て
た
書
簡
中に 、

(
端
山)

側
依
太
ノ
門
出ニ
ハ
私
イ
ツ
デ
モ
共
ヲ
シ
タ
名ハ
知
ラ
ン
ケ
ン
ド

御
公
卿
様

{呂
様へ
サ
イ
/\
イ
タ
ト

誠
ヲ
云
テヨ
シ
カ
テ
ン
行
ク
様ニ
御
申
聞ヲ
キ

(
史
籍
二
打
4

史
〈
慶
応
元
年
二
月
廿
七
H〉
端
山
ヨ
リ
寿
之
助・
寿
太
郎へ)

等の
3
例が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず 、
ま
た 、

間
お
ば
さ
ん
が
か
い
た
が
て
ない
と
お
も
し
ろ
ふ
ない
と
云
て
う
つ
し
て
ま

た
檎
垣
が
や
じ
き
だ
を
こ
の
よ
ふニ
し
て
お
こ
し
候(
武
市七6
横〈元

治
元
年〉
三
月
十
五
日
「
姉
上
さ
ま
/
お
と
み
と
の」
宛)

に
見
ら
れ
る
準
体
助
詞
の
ガ
を
円
例 、
消
息か
ら
拾
う
こ
と
が
で
き
る 。

待
遇
表
現
の
う
ち 、
自
称・
対
称の
代
名
詞
は 、
消
息
で
は
宛
名が
夫
人
の

「
お
と
み
と
の」
単
独
の
時に
は
自
称
代
名
調
に
「
愛
元」
叩
例(
他に
宛
名を

欠
く
消
息
に
4

例 、
以
下
同
様)
・

「
我
等」
8

例
(
欠
4

例)
・

「
我
等
事」
3

例 、

対
称
代
名
調
に
ソ
ナ
タ
M
例(
欠2
例)・
ソ
モ
ジ
8
例
を
用い 、
「
姉
上
さ
ま」

単
独
又
は
「
姉
上
さ
ま
/お
と
み
と
の」
の
連
記
の
時
は
自
称
代
名
詞
に
「
私

ド
モ」
4

例
(
欠
I

例)・
「
私
事」
乃
例
(
欠
ロ
例)
・

「
私」
お
例
(
欠
1

例)
・

「
我
/\」
2
例・「
我
/\
ド
モ」
3
例 、
対
称
代
名
詞
に
「
御
前
ガ
タ」
l

例・「
御
前
サマ」
3
例(
欠l
例)・「
御
前
サ
マ
ガ
タ」
4

例
を「
御
1

被
遊」

を
伴っ
て
用い
る
と
い
う
明
瞭
な
使い
分
け
が
認
め
ら
れ
る 。
ま
た 、
藩
士
同

士
の
会
話
文
を
引
用
し
た
部
分に 、

(
硝
山)

(
闘
村)

側
そ
の
村
も
も
し
側酬が
こ
ろ
さ
れ
て
糾叫が
生
て
お
れハ
ど
ふ
し
て
も
直

ニ
神-一
な
を
す
と
云
て
お
り

候(
武
市二
十四7
横〈慶応元
年五
月〉
二

十
九
日
「
お
と
み
と
の」
宛
図
村
新
作
の
会
話
文)

の
如
く 、
ワ
シ
2

例
と
「
御
前」
2
例・「
お
前」
1

例・「
御
自
分」
1

例が

見
ら
れ
る 。
藩
士
に
よ
る
ワ
シ
の
使
用
は
土
佐
藩
の
歴
代
溶
主
の
言
行
録に
お

10 



武市瑞山文書から見た 土佐護士の言語について

注
訓

け
る
藩
主
に
よ
る
オ
レ
の
使
用
と
は
対
照
的
な
傾
向
と
認
め
ら
れ
る 。
一
方 、

審
問
記
録
で
は 、
会
話
文
中
に
限
定
す
る
と 、
自
称
代
名
調
は
殆
ど
志
士
の
側

の
発
言
中
に
見
ら
れ 、
漢
字
表
記
の
「
私」
日
例
(
他
に
目
付
が
志
士
の
言
葉
を

引
用
し
た
中
に
3
例)
・

「
私
共」
3

例・
「
私
事」
2

例・
「
私
儀」
4

例・
「
拙
者」

2
例・
「
手
前」
l

例
が
見
ら
れ 、
目
付
か
ら
志
士
に
対
し
て
は「
吾
輩」
2

例・

「
自
分」
l

例・
「
我」
1

例
(
引
用)
・
ワ
シ
l

例
で
あ
る
が 、
「
吾
輩」
は
志
士

同
士
の
書
簡
中
に
は
少
な
く
な
い 。
対
称
代
名
詞
は
全
例
目
付
の
用
例
で
あ
る

が 、
他
の
郷
土
と
は
異
な
っ
て
上
士
に
準
ず
る
白
札
格
郷
土
の
瑞
山
に
対
し
て

は 、
ア
ナ
夕
刊
例・
「
其
元」
日
例・
「
其
元
ド
モ」
l

例・
「
貸
様」
5
例
用
い

る
の
に
対
し
て 、
下
に
落
さ
れ
拷
問
を
受
け
る
田
内
衛士口
に
対
し
て
は
方
言
形

の
ウ
ン
シ
2

例 、
河
野
万
寿
弥・
島
村
衛
吉
に
は
「
御
自
分」
お
例・
「
自
分」

1
例
を
用
い
る
と
い
う
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ 、
「
其
方」
却
例・
「
其
方
ド
モ」

3
例
は
瑞
山
を
含
め
志
士
達
に
対
し
て
用
い
て
い
る 。

側
野:::
故
ニ
シ
ミ

/\
ア
ナ
タ
ノ
心
中
ヲ
尋
子
度
候
ニ
付
自
由
ニ
居
サ
ン

セ
先
ア
ナ
タ
ガ
心
中
ハ
ト
ヲ
思
ゾ
ト

云(
史
籍一
m
u

史〈
元
治
元
年
九
月

上
旬
カ〉
瑞
山
ヨ
リ
寿
之
助へ

小
監
察
野
崎
札
↓

瑞
山)

側
O
夫
ハ
ガ
リ
ハ
リ
ト

云
フ
者
ヂ
ヤ
ウ
ン
シ
ガ
云
フ
通
リ
ナ
レ
パ
上
ヨ
リ
カ

ク
拷
問ハ
被
仰
付
レ
ン
ケ
レ
共:::
ウ
ン
シ
ガ
云
フ
テ
ヲ
ル
1ハ

偽
リ
ヂ

ヤ
依
テ
ガ
リ
ハ
リ

也
ド
ウ
ゾ
(
史
籍一
川
7
9

史〈
元
治
元
年
十一
月
上
旬

カ〉
団
内
衛
吉ヨ
リ

森
田
金
三
郎へ
カ

目
付
↓

田
内)

ア
ナ
タ
は
「
よ
し
の
冊
子」
や
『
螺
の
世
界』
の
幕
臣
に
よ
る
使
用
と
も一
致

し
て
共
通
語
的
語
法
の
指
標
の一
つ
と
い
え
る
が 、
そ
の
待
遇
価
値
は
江
戸
語

の
資
料
で
ナ
サ
リ
マ
ス
等
を
述
部
に
伴
う
高
い
敬
意
が
示
さ
れ
る
の
と
は
異
な

り 、
審
問
記
録
で
は
乾
退
助・
後
藤
象
次
郎・
野
中
太
内・
野
崎
札・
石
川
石

之
助
等
の
大
目
付・
小
目
付
は
僅
か
に
ラ
レ
敬
語
や
例
制
の
サ
ン
セ
を
対
応
さ

せ
る
の
み
で
き
し
て
高
く
は
な
い 。
ア
ナ
タ
の
使
用
が
土
佐
藩
内
に
お
け
る
上

士
同
士
の
日
常
的
な
用
語
で
あ
る
の
か
或
は
審
問
の
場
に
お
け
る
特
殊
な
用
語

で
あ
る
の
か
は
他
に
上
士
の
口
語
資
料
が
な
い
の
で
俄
か
に
は
断
じ
が
た
い 。

ま
た 、
尊
敬
表
現
と
し
て
御
1

被
遊
と
と
も
に
オ
1

ニ
ナ
ル
が
見
ら
れ 、必て

ω
天
子
様
の
御
上
りニ
な
る
も
の
手ニ
入
候
ま
〉

此
度
差
立
候ニ
付
園
村
宛一一

て
候ニ
付
御
受
取
可
被
成
候
(
武
市
四
1

史
〈
文
久
三
年
二
月〉
十
日
「
お

と
み
と
の」
宛)

(
山
内
豊
範)

倒
太
守
様
も
来
ル
廿
三
日
御
発
駕
に
て
京
都
の
方
へ
御
い
で
ニ
な
り
ま
す

(
武
市一
4

史
〈
文
久
二
年〉
八
月
十
八
日
「
姉
上
さ
ま」
宛)

の
如
く 、
天
皇・
藩
主
を
動
作
主
と
し
て
動
作
性
の
強
い
用
例
が
見
ら
れ
る
が

幕
末
期
に
発
生
し
て
ま
だ
間
も
な
く
然
も
近
代
共
通
語
へ
と
発
達
す
る
に
至
る

敬
語
形
式
が
土
佐
藩
士
に
よ
っ
て
既
に
自
在
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ

れ
る 。
尤
も 、
上
方
や
江
戸
に
お
い
て
公
家
や
他
藩
の
上
回
武
士
と
も
交
流
の

あ
っ
た
瑞
山
な
れ
ば
こ
そ
使
用
し
た
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
る
が 、
ま
た 、
共
通

語
的
語
法
が
地
方
へ
伝
播
す
る
経
路
の一
つ
と
し
て
扱
う
こ
と
も
で
き
よ
う 。

五

慶
長
六
年
正
月
に
初
代
藩
主
山
内一
豊
が
二
十
四
万
石
で
入
国
し
て
以
来 、

近
世
を
通
じ
て
移
封
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
土
佐
藩
に
お
い
て
は 、
日
常
語
と

し
て
は
共
通
語
的
性
格
を
得
る
に
至
っ
た
江
戸
語
の
語
法
体
系
を
用
い
る
こ
と

な
く
土
佐
方
言
に
よ
る
言
語
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る 。
土
佐
藩
で

は
藩
主
山
内
氏
と
共
に
入
国
し
た
御
侍
(
上
士)
・

陪
臣
の
下
に
旧
国
主
長
曽
我

部
氏
の
遺
臣
を
郷
土
と
し
て
位
置
付
げ
て
家
臣
団
を
構
成
し
た
が 、
言
語
の
面

で
は
寧
ろ
逆
に
上
士
に
よ
る
ロ
ウ
の
使
用
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
土
佐
在
来
の

郷
土
た
ち
の
言
語
に
上
士
た
ち
の
言
語
が
同
化
す
る
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る 。
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そ
の
理
由
と
し
て
は
山
内
氏
入
国
の
時
点
で
近
江
長
浜
や
遠
州
掛
川
以
来
の
上

士
た
ち
の
出
自が
多
様
で
特
定
の
強
固
な
方
言
体
系
を
有
す
る
言
語
集
団
た
り

得
ない
ま
ま 、
ま
た
土
佐
を
本
国
と
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
上
士
に
加
え
ら
れ

た
た
め 、
郷
土
た
ち
の
土
佐
方
言
を
圧
倒
す
る
に
至
ら
な
かっ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る 。
近
世
後
期
の
転
封に
よ
り
家
中
語
が
言
語
の
島
を
形
成
し
た
伊
勢
桑

注叩凋

注
幻

名
務 一(松平
氏)
や
日
向
高
鍋
藩(
内
藤氏)
が
入
封
の
当
初
か
ら
家
臣
聞が
東

北
の
方
言
で
統一
さ
れ
て
い
た
の
と
は
滞
情
が
異
なっ
た
の
で
あ
る 。

そ
の一
方
で 、
例
え
ば
指
定
辞な
ど
は 、
一
部
方
言
形
を
伴い
な
が
ら
も
共

通
語
的
な
語
形
が
用い
ら
れ
て
お
り 、
ま
た 、
対
称
代
名
詞
の
ア
ナ
タ
や 、
そ

の
発
生・
定
着の
遅い
オ
1ニ

ナ
ル
や
ス
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
が
早
く
も
散
見
す

る
と
こ
ろ
か
ら 、
地
方
に
あっ
て
も 、
江
戸
や
京
都
の
人
士
と
接
す
る
機
会
の

あ
る
武
士
階
級に
お
い
て
は 、
共
通
語
的
な
語
法
が
部
分
的に
は
定
着し
て
い

っ
た
可
能
性が
指
摘
で
き
よ
う 。

こ
れ
ら
資
料
は、

酒
落
本
『
広
街一
寸
間
遊」
(
安
永
六
年
ヵ、
献
笑
軒)
や
『
南

口
閉
館
偏」
(
寛
政
三
年 、
青
海
会
主
人)
に
登
場
す
る
四
国
の
藩
士
(
藩
名
不
明)

の
会
話
文
が
口
語
体
で
綴つ
で
あ
る
の
と
は
異
な
る
が 、
土
佐
藩
士
自
ら
の
手

に
成
る
だ
け
に
そ
の
口
語
部
分
に
お
け
る
方
言
語
設・
語
法
は
多
彩
で
信
懇
性

が
あ
り 、
武
家
言
葉
の
資
料と
し
て
有
益
で
あ
る 。
ま
た 、
そ
の
方
言
状
況
は

現
代の
土
佐
方
言に
見
ら
れ
る
指
定
の
ヤ
が
ま
だ
見
ら
れ
ない
の
に
対
し
て
現

代
で
は
老
年
層
に
残
る
と
い
わ
れ
る
不
可
能
の
エ
1
1ン

が
多
用
さ
れ
る
な

ど 、
幕
末
期に
お
け
る
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ 、
土
佐
方
言
の
史

的
考
察
に
も
有
益
な
資
料
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る 。

注
1

同
資
料
は 、
武
市
家
の
寄
託
を
受
け
て
高
知
県
立
郷
土
文
化
会
館
に
蔵
し
た

が 、
平
成
三
年
五
月 、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
開
館
と
と
も
に
同
館
に

移
管
さ
れ
て
い
る 。
筆
者
は
平
成
元
年
八
月
・

十
月
に
郷
土
文
化
会
館
で
調
査

さ
せ
て
い
た
だ
い
た。

注
2
日
本
史
籍
協
会
叢
書
m-
m

大
正
5
年
日
・

日
月
刊 。

注
3

昭
和
臼
年
3
月
刊 。

注
4

『
高
知
県
人
名
事
典」
(
昭
和
必
年
ロ
月
高
知
市
民
図
書
館
刊)
に
よ
れ
ば 、

土
佐
郡
土
佐
山
村
菖
蒲
の
人
で
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
主
に
東
京
で
活
躍
し

た
国
史
学
者
で 、
大
正
二
年
山
内
家
々
史
編
集
係
と
な
り 、
ま
た、
自
ら
日
本

史
籍
協
会
を
創
立
し
て
史
料
の
蒐
集
と
刊
行
を
始
め 、
七
年
に
維
新
史
料
編
纂

官
と
な
っ

て
い
る 。
十
五
年
没 、
五
十
三
歳 。

注
5

注
4

文
献
閉山
頁 。

注
6

『
土
佐
名
鑑」
(
明
治
犯
年
8
月)
初
頁 。
『
高
知
市
議
会
史」
上
巻
胤
頁 。

注
7

入
交
好
僑
氏「
武
市
半
平
太
あ
る
草
葬の
実
像』
(
昭
和
幻
年
3
月
中
央
公

論
社
刊
中
公
新
書
師)
等
参
照 。

注
8

吉
野
忠
氏
「
近
世
の
土
佐
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
・

ヂ 、
ズ
・
ヅ
の
か
な

ち
が
い
に
つ
い
て」
(「
高
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告」
M
号
昭
和
幻
年
4

月)
日
頁 。

注
9

山
内
家
史
料
刊
行
委
員
会
刊
昭
和
日
年
ロ
月 。

注
日

土
佐
群
脅
集
成
第
9
巻
平
尾
道
雄
氏
編
高
知
市
立
市
民
図
書
館
刊
昭

和
川町
年
6
月 。

注
日

国
立
国
語
研
究
所
編
大
蔵
省
印
刷
局
刊
昭
和
引
年
3
月
第
3、
4 、

5 、
6
図 。

注
ロ

土
居
重
俊・浜
回
数
義
氏
編
『一一両
知
県
方
言
辞
典』
(
昭
和
ω
年
ロ
月
財
団

法
人
高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
刊)
音
韻
3
頁 。

注
目

吉
野
忠
氏
「
オ
ン
パ
ゴ
ゼ・ク
ヮ」

(『
土
佐
方雪一口』
5

集

昭
和
初
年
5
月)

日
頁 。

注
U

吉
田
則
夫
氏
「
高
知
県
の
方
言」
(『
講
座
方
言
学
8

中
国
・

四
国
地
方
の

方
言』
所
収
昭
和
幻
年
ロ
月
図
書
刊
行
会
刊)
仰
頁 。

注
目

宮
地
佐一
郎
氏
編
集・
解
説 。
昭
和
田
年
5
月
光
風
社
刊
増
補
四
訂
版 。

注
目
土
居
重
俊
氏
『
土
佐
言
葉」
(
昭
和
お
年
9
月
高
知
市
立
市
民
図
書
館
刊)
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武市瑞山文書から見た土佐藩士の言語について

出
頁 。

注
げ

前
掲
注
8
論
文
ロ
1

日
頁 。

注
目

高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
の
写
真
に
拠
る 。
ヂ
ャ
は
「
ジ
ヤ」
表
記
で
全
5

例

見
ら
れ 、
天
保
十
六
年
正
月
の
「
巳
春
田
役
之
義
ニ
付
郷
中
へ
演
舌
之
覚」
に

も
「
ジ
ヤ」
が
1

例
見
ら
れ
る 。

注
目

高
知
県
高
岡
郡
佐
川
町
佐
川
文
庫
歳 。
一
巻 。
「
ジ
ヤ」
は
全
4

例 。

注
初

拙
稿「
土
佐
藩
主
山
内
登
輿
の
言
行
録
に
お
け
る
御
意
の
口
語
伎
に
つ
い
て」

(「
国
学
院
雑
誌』
%
巻
3
号
平
成
7
年
3
月)
u
i

u
頁 。

注
幻

山
崎
久
之
氏『
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究』
(
昭
和
お
年
4
月
武
蔵
野
禽

院
刊)
如
1

湖
頁 。

注
幻

中
村
通
夫
氏
「『
で
あ
る」
小
考」
(「
中
央
大
学
文
学
部
紀
要』
文
学
科
目
号

昭
和
初
年
3
月)

同
氏「
で
あ
る
再
考」(『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要」
幻
号
昭

和
幻
年
3
月) 。

注
お

金
田
弘
氏
「「
よ
し
の
冊
子」
と
武
士
の
言
葉
l|オレ・

貨
線 、
シャ
ル・
サツ

シャ
ル 、
オ
1ニ
ナル
な
ど
||」

(『
近
代
語
研
究』
第
7
集
昭
和
白
年
2
月
武

蔵
野
書
院
刊)
湖
頁 。

注
M

拙
稿
「
江
戸
寺
社
奉
行
吟
味
控
『
関
東一
件』
の
言
語
に
つ
い
て」
(「
国
学

院
雑
誌』
mm
巻
叩
号
昭
和
ω
年
刊
月)
ω
頁 。

注
お

剣
稿
「
奉
行
所
に
お
け
る
吟
味
の
言
葉
||『反正

紀略』
巻九
所
収の
鐙を
資
料

と
し
て
||」

(『
日
本
近
代
語
研
究」
1

平
成
3
年
叩
月
ひ
つ
じ
書
房
刊)

m
1

m
頁 。

注
お

拙
稿「
国
語
資
料
と
し
て
の
帝
国
議
会
議
事
速
記
録

||当
為
表
現の
場
合
||」

(『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要』
文
学
研
究
科
第
口
輯
昭
和
白
年
3
月)
m
i

m

頁 。
但
し 、
ン
ト
イ
カ
ン
な
ど
の
前
項
に
ン(
ヌ)
ト
を
伴
う
形
式
は
当
期
の
議

事
速
記
録
中
に
は
緑
で 、
第一
回
議
会
の
半
期
分
の
調
査
で
は
土
佐
出
身
者
に

よ
る
使
用
例
は
な
い。

注
幻

土
居
重
俊・
浜
回
数
義
氏
編
『
高
知
県
方
言
辞
典」
(
昭
和
ω
年
ロ
月
財
団

法
人
高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
刊)
の「
ぎ
っ

た」
(
m
頁)・
「
ん
か
っ

た」
(
硝

頁)
の
項
参
照 。

注
お
平
尾
道
雄
氏
編『
容
笠
公
遺
翰(
上)』
(
土
佐
群
書
集
成
5

巻

月
高
知
市
民
図
書
館
刊)
mm
頁 。

注
mu

前
掲
注
目
文
献
m
i

m
頁 。
吉
田
則
夫
氏
「
高
知
県
の
方
言」
(『
講
座
方
言

学
8

中
国・
四
国
地
方
の
方
言」
昭
和
幻
年
ロ
月
国
書
刊
行
会
刊)
ω
頁 。

注
初

横
井
真
紀
子
氏
「
高
知
県
中
央
部
方
言
に
お
け
る
推
量
表
現」
(『
高
知
女
子

大
国
文』
げ
号
昭
和
日
年
刊
月) 。

注
幻
土
居
重
俊
氏
「
土
佐
の
方
言」
(『
高
知
の
研
究』
第
6
巻
方
言・
民
俗
篇

昭
和
幻
年
3
月
清
文
堂
刊)
凶
頁 。

注
白

原
口
裕
氏
「
可
能
表
現
『
ス
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル』
の
定
着」
(「
国
語
と
国
文

円子』
mM
巻
5
号
昭
和
ω
年
5
月)
防
頁 。

注
目ω
「
風
俗
画
報』
凶

明
治
初
年
7
月
初
頁 。

注
M

前
掲
注
初
論
文
6
1
9
頁 。

注
目ω

原
口
裕
氏
「「『
お

ーー
に
な
る」
考」
続
紹」
(『
国
語
学』
%
集
昭
和
ω

年
3
月)
幻
1

mg員 。

注
お

彦
坂
佳
宣
氏「
幕
末
期
に
お
け
る
転
封
藩
士
の
言
語
生
活
ll桑

名家中
弁の
成

立と
織
相の一

斑l|」
(「
国
語
学』
問
集

昭
和
臼
年
ロ
月) 。

注
幻

小
嶋
政一
郎
氏
「
延
岡
の
言
葉」
(
昭
和
“
年
ロ
月
光
輪
舎
刊)
倒
頁 。

昭
和
引
年
3

(
付
記)

小
稿
は
平
成二
年
十
月
の
日
本
方雪一口
研
究
会
に
お
け
る
発
表
内
容
を
補
訂

し
た
も
の
で
あ
る 。
資
料
の
関
覧・
撮
影
の
御
便
宜
を
賜っ
た
山
内
神
社
宝
物

館・
高
知
県
立
郷
土
文
化
会
館・
高
知
県
立
図
書
館・
佐
川
文
庫
並
び
に
御
教

示
を
賜っ
た
横
田
達
雄
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

ーl
国
学
院
大
学
助
教
授

||

(
平
成
九
年
十
月
六
日
受
理)
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